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ご協力ありがとうございました！ 
全国スキー協「会員アンケート」へのご協力ありが

とうございました。37 名の会員より回答をいただき

ました。全国的な集約を行い、６月の代表者会議で討

議される予定ですが、５/２０の県スキー協理事会で

和歌山の分の結果が報告された

ので掲載します。 

 

 

全国スキー協アンケート結果（複数回答あり） 

１． 取り組んでいる（取り組んでみたい）分野 

山スキー3、アルペン競技4、モーグル・コブ8、 

深雪11、スノーボード3、ネイチャースキー・歩くス

キー3、クロスカントリー1、フリースタイル・ハーフ

パイプ1、その他9（基礎スキー・のんびりゲレンデ・

安全・小回り・楽しく） 

２． 技術レベル 

初心者2、初級者4、中級者22、上級者6、 

スノーボード初級者1、スキーはしない2 

第３９回    和歌山スキー協定期総会 

日時 ７/１（土）午後４時～ 

会場 和歌山市 河北コミュニティーセンター     

※総会終了後（６時ごろ～）、懇親会を開きます。場所は未定。参加予定の方に

追って連絡します。総会・懇親会への出欠を、各クラブ事務局に連絡してください。大勢

の参加をお願いします！ 

 

各クラブ事務局の皆さんへ 

総会・懇親会の参加集約をお願いします。各クラブからの参加予定の方のお名前を、

６月２３日（金）までに県スキー協事務局に連絡してください。 

 

（連絡先）和歌山スキー協事務局 池口覚 

090-3841-9581    skk-ikeguti@zeus.eonet.ne.jp 
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３． クラブに加入した理由 

上達したかった21、スキー協の理念に共感2、 

子どもがスキーをしたかった 1、その他４（若いころ

やっていた。スキー以外の行事に参加して。） 

４． クラブをどこで知ったか 

職場5、地域3、友人24、チラシ･自治体広報誌1、 

スキー場 2、その他 3（自分でつくった。忘れた。ス

キー行事で。） 

５． あなたのクラブの良いところ 

民主的な運営がされていてクラブが会員を大切にして

いる27、独自の教程1、上達できる9、例会後の交流

会が楽しい 5、会費が安い 6、他クラブや他県との交

流7、同年代の会員が多い17、保険が充実している3、

行事内容が豊富 6、平和問題・社会問題にとりくんで

いる2 

６． スキー協の行事への参加 

クラブ行事に参加 31、県の行事に参加 13、ブロック

行事に参加 7、全国の行事に参加 3、ほとんど参加し

ていない5（家庭の都合。スキーはしない。） 

７． 全国スキー協に取り組んでほしいこと 

学習交流企画の充実4、競技スキーの充実2、デモ選・

検定の充実 1、子どもの指導法研究 7、中高年の指導

法研究19、平日行事の開催1、常設スキー学校開設6、

平和・環境・社会問題 2、その他 2（コブ。障害者ス

キー。） 

８． 「スキーメイト」購読 

購読している26、していない10 

 

 

 

 

 

 

 

９． どんな内容が掲載されれば購読するか 

ワールドカップや世界選手権の報道 1、スキー技術・

理論・指導法研究3、スキー場紹介（特典や名物料理・

温泉）5、マテリアルの紹介1、全国スキー協の取り組

み案内1、平和・環境・社会問題2 

１０． 全国スキー協に対する要望 

北海道で中央研修会を行ってほしい。 

中央だけでいろいろなことを決めないでほしい。 

１１． 全国スキー協ホームページへの要望 

提出書類の具体的な期日を明確にしてほしい。 

見たいものがすぐに見られるようにしてほしい。 

いろいろな意見を吸い上げられるようにしてほしい。 

１２． 性別 

男性25、女性12 

１３． 年齢 

３０代1、４０代5、５０代7、６０代18、７０代6 

１４． クラブ在籍年数 

1～5 年 3、5～10 年 4、10～15 年 3、15～20 年 8、

20～25年6、25～30年1、30年以上12 

 

 「クラブの良いところ」は、「民主的な運営がされ

ていてクラブが会員を大切にしている」が圧倒的で

した。全国スキー協に取り組んでほしいことでは、年

齢構成を反映して「中高年の指導法研究」が多数を

占めています。県スキー協としても会員の要求をこ

れからの取り組みに生かしていきましょう。 

 

 

行事・会議報告 

・全国技術委員会 4/8･9熊の湯（辻本） 

・関西ブロック技術委員会5/7（辻本・中岡） 

・関西ブロック会議 5/7（辻本） 

・県スキー協理事会 5/20（神谷・小林・賀城・辻本・

坪倉・岩橋・静川・岸裏・中岡・池口） 
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